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ここ数日、朝晩の涼しさから、少しずつ秋の訪れを感じます。今年の夏休みも、保護者、

地域の皆様には、生徒を温かく見守っていただきました。大きな事故もなく無事に終えるこ

とができましたことに感謝申し上げます。

2 学期が始まり 2 週間が過ぎました。私は始業式で、3 年生は「進路選択に向かう学期」2
年生は「学校の中心としての活躍」を、1年生には「先輩たちから多くを学ぶ」2学期にと「目
指してほしい姿。求める姿」について話しました。何よりも日常の学校生活を大切にしつつ、

まずは「学校祭の成功に向けて力を尽くす」今学期の始まりであってほしいとも伝えていま

す。

▶さて、学校祭では、「個々の良さを知り、活かす、支え合う関係」つくりを目標に、学級、

学年が「よりよい集団」に成長するには「何が必要か」を学ぶ行事となります。生徒会が掲

げた学校祭サブテーマの「百折不撓 みんながいるから立ち上がれる」にあるように、経験

を通してつながりが深まり、学校全体が一歩「前進できた」と実感の残る取組になればと考

えています。

保護者の皆さんにも、機会があれば「合唱の出来映えは？」「役割の担当は？」等、生徒の

取組の様子に関心を向けていただいて、声かけや励ましで、活動の後押しをお願いします。

今年も、これまで長い間、受け継がれてきた「体育館に響き渡る合唱の歌声」をはじめと

した「啓北中学校の学校祭」に、学年ごと学級ごとの「色」（自分たちらしさ）を加えた作品

や発表を創り上げてくれることでしょう。教職員が陰で支え、「生徒自ら自分たちの手で取り

組んできた準備の過程」も、発表の様子から保護者の皆様に感じ取ってただきたいと思いま

す。また、バザー等、準備から当日の運営まで、PTA 役員の方や多くの保護者の皆様、オヤ
ジの会、オヤジの会 OBの方々にもお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。
▶最後に。新聞報道等もありましたが、①令和３年春、苫小牧市立明徳小学校跡地に「道立特

別支援学校」が開校します。また②令和２年４月より、啓北中学校に「特別支援学級」が開

級することになりました。これによって苫小牧市の特別支援教育の体制が整うことから③「や

まなみ分校は、令和４年度（令和５年３月３１日）で閉校」と決定しました。

現在、本校で行われている校舎改修工事も予定通りに進み来春３月には大部分が完成しま

す。令和２年度からは、特別支援学級の生徒達も啓北中学校に通学して、一緒に中学校生活

を送ることになります。今後、特別支援学級開級準備を進め、校舎の完成と共に新年度から

の円滑なスタートに繋げていきたいと考えています。

長い２学期ですが今学期もどうぞよろしくお願いいたします。
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いじめはいかなる理由があっても許されるも
のではありません。すべての生徒が安心して学
習や諸活動に取り組むことができるように、い
じめを絶対に見逃さず、教職員、生徒、保護者
が一丸となって、学校全体でいじめの防止と早
期発見・早期対応に取り組んで参ります。ご家
庭におかれまして、お子様の様子で気になった
ことがありましたら、学校へご連絡下さい。

公益社団法人北海道交通遺児の会より

調査名 ：交通遺児等の調べ
調査目的：当会事業活動の基礎資料とするた
め、交通遺児とその家族の状況を把握したいと
考えております。当会が実施する育英奨学事業
や交歓交流会事業等を交通遺児及びその家族
に、直接案内するためです。

該当する場合、担任へお伝え願います


